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11さ /し ||サ llす ましておめでたうござ
います。

新春を迎ぇ_皆 杜tの希望ムは大きくふ く
ら入、ヤil、 iではてしない夢が一杯で
ありまl.よ う。そして新らしい年の

今日の目iコ :.く この大きな希「
tと 計

l:|はプllili l二 尊いものであります。「
多lt‐Cし ,'よ ヽヽ /'、サ:メ 1のプくきなィダイt」 こオし
は ||ヒ界のレご全平 11で あります。 l千 さ

んはその一翼を111い、 ||:::りl各 j也 |こお
いておこなわれている、スカウト連
動に加 1っ り13↓善の役i碑!を引tしていら
れるのであります。しかし事をなす
にはまず「足下より|IJめ よ」のたと

えどおり、何事をなすにも基礎が強

llrilでなくては、これを完うするllTは

И(■∫能であります。次代を11う 1子 卜it

があらゆる|卜t糾〔を乗り切りず「iVilこ 耐
えてスカウト運動に挺身しておられ
るわけでありますが、この尊い ス(

【写真説明】三伏峠から荒川|■の新雪を‖リヒむ。山がある
から出てiり するのだとは正に名言。青少年の社会教育
もスカウト運動なくして云い難し。今年も頑張ろう

(ゝ 本仕の精神は、私連大
人にも、大いに学ばされる
ものがあります。市政にお
ぃてもやはリノ、の心の暖さ
な知り、人の和をもつて、
まず人を考え、明かるく住
みよい福祉都市建設のため
の市政を推進することが要
IIIであると考えます。そし
て私も「すべての浜松市民
D皆さんが明かるい楽しい
日が訪れるまで限 りなき前
上に努めたい」とねがうも
のであります。どうか皆さ
んは、スカウトの「ちかい」
2も ち「おきて」を守 り、
人格の涵養と、公民教育を
行われ、立派なスカウトと
なられるよう希望して、新
年のご挨拶といたします。

‐
号 昭年 38年 1月 5日 (新年レ多・)

｀
新春に当リスカウ トに贈る、 浜松市長
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私は名梃:にかけて次の三条の実
行を誓います。

1。 神(仏 )と 国とに誠を尽 し
| おきてを守 ります。
2。 ぃっも他の人々を援けま
| す。
13.体 を強 くし心をすこやか
| に徳を養います。

1・ いつも元気に,:L)

スローガン
日 々 の 善 行

1963年 を迎 え て
浜松地区委員長 内

浜松J也区ボーイスカウトの諸君、及び リーダーのみなさん、
りlけましておめでとうございます。

昨年は、本全前地区委員長の御逝去、つづいての御葬儀を始
め、更に例年の数多くの年間i舌動行事等に、進んで協力奉仕し
ていただき感謝であります。殊に八月上有j富士山麓御殿場での
アジアジヤンボリーに際しては、その準備i舌動におけるお骨折
り、その直前、本仕隊に参加された諸君の並々ならぬご苦労、
更にジヤンボリー期間中の献身的なご指導に対し、心から御礼
中し上げる次第であります。
叉ジヤンボリーに参加したスカウトの諸オ|も参観された諸君
も、 日頃の訓練を充分にいかし、国内各地区及び外国からの参
加隊員との間に、友誼と親切とを、実行出来る機会を得て大い
にスカウト精神を発相ヽ 叉、洒養し得た事と信じ欣快に存ずる
次第であります。
スカウトの諸イ|、 ことし 1963年 を迎えるに当り、諸χlは
三つの「ちかい」をここにあらたに誓い、あらためて十二の「
おきて」を反省、服鷹してな々良きスカウトになるよう張切つ

て
~ド
さい。
叉新春を迎えられた リーダーの諸堆|におかれても、池田首相
の所謂人造 りのもとは、青少年のスカウト運動をおいてほかに
ないとの信念の許に、今後とも141難に勝ち、苦悩を越えてスカ

ウトの訓育、指導に誇りを持つて邁進して下さることを、改め
てお願いして新年のご挨拶といたします。

スカウ ト運動について
浜松市教育長 皆  川  英  夫

あの制服の少年少女が出て行くと、交通整理も集会の行列も

危慮拿漢篭をた般:ir:臭夫縫ゝこ〔/4組禁手ふ写歌ぜt、
好感が生ずるからだと思 う。
大人だけでは うまくゆかぬ世の中が、子供たちによつて調和が
生まれるとぃう事は、何かしら大人への反省を うながす今の世
の中への暗示的、それはむしろ教訓的でさえある。これが私の
スカウトヘの感想の第一。次にスカウト自身の訓練という事。
よわよわしい子供が整服だち、パ リツとしても借り物みたいで
おかしいし、第一ゼニのあるうちの子だからあの服が買えると
よそから ひがまれては 何もならない 、物ずきな大人の団員の
高級なお道楽と貧乏人にひがまれもすまいが、きびしい訓練で
身体をねること、我まん強い子の先頭に立つこと。浜松のスカ
ウトよがんばれ。第二に、御殿場のアジアジヤンボリーに私も
見学したが、沖縄は外人部隊に編入され、中国はタイワンであ
つた。これは日本の国際的立場からも当然かもしれないが、甲
手園の高校野球はヽおきなわヽは日本の一つの代表であつた。
スカウトの国際親善の前途を思 う時、平和は少年たちの手をつ
ないでと願 うのは、ひそかなる私のねがい。これが第二の感想
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ボ ■ イ ス カ ク ト 謝 1育 Eは 第2回 嫉 松駆 締

ち か い
ちかいはBS教育の趣旨、目的、教育活
動に賛成して、スカウトになろうとする

者が、自発的に誓 うものであります。

◎III慶 京F雰 F,姿 9ラ季2(
を生命とします。自分の名誉を汚すもの
は自分を失なうものであります。
世界のスカウト同志の結合は、ちかいを

通じて兄弟愛を結ばれています。ちかい
はBSに入る為のちかいであります。
スカウトは常に信条としなければなりま
せん。
一度ちかいを立ててスカウトになれば、
終生、常にスカウトであります。従つて
か りそめの約束事があつてはなりません
又一生自分を内省する鏡でなくてはなり
ません。

◎一1神 lf始し与冒ま写ア
をつくしお

宗教と国家を通じて縦の関係を持つ事で

す。宗教は何宗でも、何教でもよろしい

要は信仰心を持つ事であります。
神(仏)大自然の摂理を信じ、自分の信ず
るものに、そして国家に誠をつくします
(他の宗教を決して排撃しない)
自分の国の大切さを知り、その国の為に
つ くします。そして日常生活の物指しで

あるおきてを守ります。
誠は人間美徳百般の根源であります。

◎ヽ二|い 1程基仕昇今2集鷺3,入と
人とのつながりをつくります。他人を援

け、役にたつ事はスカウトの義務であり
ます。
他の人を幸福にする事は即ち自分の幸福
であります。これは、孔子のいう仁、仏

教の慈悲、キリストの愛であります。古

語に自分を殺して仁をなすといわれてい

ます。
BS創始者のB一 P'自 1は「スカウトの義
務は右為の人物となつて、他人を援ける

にある」といつています。

躾III班藝ニヒトFを
すこやかに徳

己の充実につとめます。

健全なる心は、健全なる身体に宿ると言
われている通り、身体を丈夫にし、汚れ
のない心を育て徳を養う事につとめます

身心共に健全にして初めて人を援ける事

が出来る訳です。従つて国民としての責

任を全うする事が出来ます。
スカウトは、二者の内、何れをなすべ

きかの撰択に困つた場合「いづれが他人

に最も最善であるか」をよく考え其の一
つを断固として行う。
お き て

1憂≡1 嘉蓋Tき竃

'テ

野りやぶ轡簿婆

行する道じるべについて、成文化し明示

したものであります。
スカウトは、スカウテイングに入つたそ
の時から、そのおきてが、日々の思考と

行動の指針となります。世界中のスカウ

トが皆この線に沿つて、人格の完成につ

とめる所に兄弟のつながりがあるのです
これを実行しているか、いないかで、よ

いスカウトであるかどうかが判定出来ま

す。
常々これを実行する事によつて、人とし

ての道を正しく歩く事が出来ます。
スカウトの日々の言動のよりどころであ
ります。

Ц IKI夕 勇辣 藉 躍 経 、朝
され得る人にのみ与えられます。うそを

言わず、ごまかしをせず、信頼され、託
された事は正確に行う事などは全てスカ

ウトの名誉を保つ基礎であります。

2、
区 |ス 勇丼 般mfら オ♭べき
相手に対し常に真心を以つて忠実に義務
を果します。国家には忠誠、社会や家庭

に忠実、両親には孝行でなければなりま
せん。自分の利益や我侭の為この義務を

怠るものはスカウトではありません。

忠とはま́こと、節は志をかえない事であ
ります。

人命救急、負傷者看護等にそなえ、平素
は進んで家事の手伝いや、社会に恩返し
の心で、毎日少くとも一つ以上の善行を

行い社会に奉仕する事になつています。

そしてその報いを求めません。

初代総長の後藤新平氏はヽ人のお世話を

するように、そして報いを求めぬように

ヽと言われました。よい事をしても報い

を求める事は、それは商取引となつて、

決して善行ではありません。

4、
区 |ス 勇)躊 げ な 薮 達
と思い、すべてのスカウトを兄弟として

正しい、明るい社会をつくる事に努力し

ています。
善隣愛の実践者でなくてはなりません。

人種的、宗教的、階級的に排他意識を持
つ事を許しません。動植物をさえ友達と

していたわります。
国際友好、真の平和の先駆者でなくては

なりません。
ヽ人生より友誼を除かば、恰も世界より

太陽を除くに均し  ヽ シセロ

ス 区 1駕 丼 燿 玉と駈 、、何人
をもさげすみません。どんな人にも不愉

快を与えないで丁寧に接します。和やか

に人に接すれば、不快惑はありません。

気 IKIス 勇)ケ:解 Iンそ級 、とり
わけ、婦人、老人、病人、助けのない人

達に親切につくします。
動植物はもよとり、一般の品物に対して

も親切に取扱わなくてはなりません。
マツチー本、鉛筆一本にもそれぞれの使

命と生命がある事を自党しなくてはなり

ません。

L区 1女 勇)T鮮聰 鍾 ≧、雌
班長、其の他長上の人には素直に服従し

ます。
叉法律や、公の決定、きまりは必ず守り

ます。従順は秩序を守る。従順でない者
の居る所に平和はない。

スカウトは、智育、徳育、体育により自 る用意があります。不時の災厄に善処し

λ lKIス勇〕T合8薄寒管負を援けヽ区 |カ
ウH球
硬≡蓄彙ちづく)

新 春 栄 58年  元旦
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第 4号 -3-

(二面よりのつづき)
スカウトはいつでも朗かで笑顔を忘れま
せん。
受けた命令や指図には喜んで従い、 どん
な困難な仕事も進んで実行し、不平不満
は決して言いません。言い訳するのはス
カウトらしくありません。
言語動作をはつきりします。
真の快活は、から騒ぎと違います。はき
違えない様にしなくてはなりません。

%区 1駕 瞬 羅蓄Fえぞをしませ
ん。物についても、時間についても無駄
をしません。
常に節約を心して、後日に備えます。そ
れは自分の為ばかりでなく、他の人の為
にも役立つからです。
持ち物は一切実用第一です。
倹約と吝替とは紙一重ですがよく注意を
要します。

Ю、
1豆三|夕 勇丼 層啓譲客象れず、笑
つて困難にあたります。叉正義の為には

他人の嘲笑や冷罵を意とせず、甘言や脅
迫に動かされない。そして後に悔を残さ
ない。
ヽ最も勇ましい行為とは、最も困難な事
に当る行為なり  ヽ メーテルリンク
H、
1互王1女 勇〕T般深ξrJttL、 行い
も、常に清いよい習ll■をつけ、上品な言
葉を使い、正しい楽しみを持ち、立派な
仲間や友達を選んで交際します。
教養の深さは其の人の言行によつて知る
事が出来ます。世の中の多くの人が純潔
であれば、社会は常に清らかで明るくな
ります。

菩ヽ提清涼の月は、ひつきよう空に遊ぶ
衆生の心 水浄ければ、菩提の影、中に
現ず  ヽ 華厳経
り、|二1女 勇〕TE層格な誦 k、 そ
のつとめに励みます。然も、謙譲の心を
失わず、他人の信仰や主張や風俗を軽ん
じるような事をしません。
ヽ謙譲なる遠慮には言葉以上の引力あり
無言の演説は、純なる真の雄弁なりヽ
ゴールド・ スミス

1亜≡1厳琶築喜黛涯墨らでななモなぞ宅

はなりません。

指導者は常に、ちかい、おきての各条を
十分に、よく了解させなければなりませ
スノo

すべて他律は弱いものでありますが、自
律は非常に強い力を有します。

(以下次号につづく)

予告 第7期東海実修所開設
第 7期の東海実修所は昭和 38年 6月
初旬静岡市外赤沢山道場で開設の予定で
す。久方ぶりの事ですから入所希望者が
多くある事と思います。従つて厳選させ
るものと予想されます。浜松地区からの
入所希望者は今のうちから心掛けて、そ
の内意はお中出で下さい。早く手続きし
て置きたいと思います。

コーラスに集ろう

くちびるに歌を求めることは身心共に

愉快なものです。新しい希望にみちた年
を迎え、兎のように元気よくうたい躍び
まわろう。
毎週水曜日午後 7時 於第 1幼稚園

出聾母袋昇響験薦蕪警嘉馨Fヨ募黍杏言
時間をさいて毎水曜日指導に来られます

資格は問いません。 リーダー、シニャ・
クラスは勿論、友人、ガールフンンドで
も可、集まろう。希望者は地区事務所へ
一報、又直接お出かけ下さい。会費は月
額 100円 (資料代金)

廃品回収に労力奉仕

浜名2団 BS隊は昨年暮23日 (日 曜日)
を利用、町婦人会に協力、年末助け合い

運動の一環である廃品回収を手伝い、成
果を挙げた。tt S S隊は三輪運転をして
協力した。

ガールスカウ ト合同

クリスマスパーテイニ

12月 23日 浜松市住吉町青少年の家
でGS合同パーテイーが盛大に行われた
参する団は、磐田より遠来の7団を始め
13団、 16団、24団の少女達。
1、 30開始、平山浜松市長を始め来賓
を迎えて開始され一部は式典、二部は歌
劇等で大賑わい、4時の終了時亥1迄和気
あいあいとして楽しく過した。■Sの集
いと異なりOSの持つ雰囲気は誠に和や
かで陽気なものであつた。
BSから代表として宮沢、内田嘉が参夕1
してり,か祝辞を述べた。

ど う

(中学生の長男が姉や弟に暴力をふるつ

たり、親に反抗するので困ります。ど

うしたらよいでしようか)

思春期になると、子供は生理的にも心理

的にも、急激な成長をはじめます。
こうした時期に子供の自尊心をきずつけ
るような取扱いをすると、猛烈な反抗を

示すものです。

まずお子さんの劣等惑にふれるようなこ

とは皆が気をつけて、避けるようにしよ

う。

したら

よいでしようか

その上で長所を認めてやるようにすれば

お子さんは、自分というものに自信をも
つようになり、安心感が出来て、やがて

は他人に対してもやさしくするという心
のゆとりができてきます。
ただ気をつけたい事は、長男だというこ

とで、特別扱いにして、増長させてはい

けないという事です。

民主主義の世の中であることは学校でも
よく学んで知つている筈ですから、何で

(四面へづつく)

新 春 栄 1963年 元旦
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(三面よりのつづき)、
も話し合つて、事を解決するようにしむ

けiる ことです。‐ 1  1

暴行癖のある少年の中には、ごくまれで

すが、性格異常からきている場合があり

ます。これは専門家でないと容//」に見つ

ける事ができません。この為には少年保

護センター、児童相談所等を利用する事

です。

詳しい事は地区事務所 へお 問合せ下さ

い 。

寒しヽロヒ風の吹くクーリスマス:● イプの夜、変わつた経験をもち1

:ま したよ・
:内

日地区コミの名刺を片手に保護センターを訪ね、街

頭補導に参加したのです。ガキ大将がガキを取締る.な
～
て変な

ものです。_..‐

7時頃補導員らそらつたところそ四班に分れ注意事項を聞き

出発した: で第 1■私菱中,ぃ繁華街、第2班遠鉄浜松駅中心国

壺11讐軍|:な:整搬:塁通霜lTT百爾F洗三角)雰糠曇」
T豊,1驚311写iこ1:,TttF31基露言私曇獣曇:暑二懲
:S,デ 1業,X4藁ζl,F[覧th、lFll≧二鼻1三
浜松駅二人丁違う:■松菱マが

'通

リマ浜松座通り (時も大分すぎ

人通りも,まげしい。赤い顔をして帽子をかぶつた若者の群が行

く。ふらふら歩いている学生が数入つかまる。日のきき方もぞ

んざいでなかには教会のミサに行つてきたとうそぶく者もあり

思わずわらい出してしまつた。いくらなんだつてこの繁華街の

横丁に教会のあるはずがなぃふ服装のしつかりしてサツサと歩

BS浜松4副長  野

く学生は用事の帰りなんかで大体外出許可証を持つている。)

東洋劇場→①ビル→ダンスホール→五社神社 (ダンスホールは

満員でとてもおどれない。手を組み合つて腰をふつているだけ

おさげがみの少女らしいのがいるが成人かも知れず先生も首を

かしげている。五社神社では奥の方で砂利をふむ音がし、懐中

電灯で照らしてみると、第 1班の人達で大わらい。10時 50分保

護センターに到着。それぞれの班の状況を話し合う。他班でも

補導された者は少なく、おとなしいクリスマスの様なのでこれ

で街頭補導を打切る事にした。中学生の単独外出7時、父兄同

伴の場合8時 と決められており、 これが徹底しているのだろ
う。父兄同伴でも派手な服装をさせたり、子供にパチンコを打

たせている親もあつた。 これらも悪を芽ばえ させるもとだろ
う。家にいてもおもしろくないからと言つて麟ている少年がほ

とんどだ。良い環境、よい遊び相手、これらがまだ少ないので

はないだろうか ?。 BS活動の重大さがあらためて考えさせら

れた。夜の社会見学をして、この経験を (特に補導される者の

原因)BS活動に、叉自分に生かせたい。今後も余裕のあるか

ぎり御手伝いしたいと思つている。
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第 4号 -5-

襟 を 正 す 精 神
アジアジヤンボリーのとき、開会式がすんで、特にお出で下

つた荒本文部大臣をお見送 りして自動車の所まで行つたときで

した。荒木先生は、自動車に乗ろうとしながら「今日はボーイ

スカウトをまた見直しました」といわれましたので、私は「ど

こをみなおされたのですか」と聞きかえしますと「それはね、私

達が皇太子殿下に従つて、開会式の式場へ入つた トタン、 2万
7千人のスカウ トが一せいに｀シユン、として、一つの気迫の

圧力を感じたのです。こんな大きな会合では、近頃、ほとんど

見られないことで実に立派なものだと思つたのです」といわれ

ました。
子どもはさわいでもよい。遊ぶときは大いに遊び、はじやぐ

日本連盟総長 三 島 通 陽

ときは、はしやぎ、うた うときは うたい、おどるときはおどつ

てよいのです。しかしあるときはこの一瞬にして、「しゆん」

となる心がまえでな くては、だめだと思います。

日本には昔から「襟を正す」という言葉がありました。これ

は何かのとき、「気をつけの心持ちより、もつと深いしつか り

した,いがまえ」のことをいつているので、これのできない人間

年がら年中ダラダラとした り、グニヤグニヤしている人間とい

うものは、決して りつばな人間ではありません。

このきりつとした心がまえ「襟を正す心がまえ」はスカウ ト

スピリツトの発露の一つといえましよう。

「スカウ ト」新年号より

日本 ギ ル ウ エル コー スに学 ぶ

私ヤま1 9 62年 8′月 1 8日 から 87白 9

日の訓練を栃木県の日連刑S須野営場で過

した。入所を許可された者は全国で 27
名、当地区からは宮沢冨1委員長も一諸で
.あつたので大変心強かつた。
ギルウエルコースは 1919年 、英国
もの指導者実修所として開設、英国ロンド
1ン の北郊ギルウエルパークの一角にある

処からギルウエルコースと呼ばれ、倉1始

者ベーデン・ パウエルの直流コースとし

て、国際コースの性格を持つている。

日本では 1957年 ギルウエルコース
と同じものが日本の指導者多年の念願叶

tヽ、那須野営場で開設されたもので、第
7期の開設であり、日本ギルウエルコー
スと呼ばれ、いわば日本分校のようなも
のである。米国やアジア諸国からも毎期

性格智能テスト希望相談応ず
角 医 院 内

入所者
が集つ

て来る

権威の

あるコ

ースで

ありま
す。
入所
を許さ
れた人
々は流
石に各
県から

〕理ヤJオt

角 級
第
七

団

加 賃
隊
長

たベテランで私などは最年少の方であつ

た 。

野営場は非常に管理が行き届いていて、
さながら私達の到着を大手を開げて待つ

ているかの様であつた。掲示板には｀お

きて にヽ則して行動せよと、一日の日程
が示されていた。 6時起床に初まり、 2
2時の消灯迄講議と作業でギツシリー杯
につまつている。入所後の 3日 目あたり
が、最も疲労の度が激しい苦しい一日で

あつた。其の後は慣れて来たのか大分楽
になつた。

指導者養成講習会、実修所、ギルウエ

ルコースとこの道の進むにつれて、今迄
自分が行つて来たスカウテイングの改良
しなくてはと痛感した。常にスカウトは
スマートネスであれ。指導者の態度は子

供がすく
゛
にマネをするものだ。子供の上

に立つものはおろそかに出来ない。

服装や態度はその人の心をあらわす。
ギルウエルではスマートネスという事を
主要に考えている。服装が′いを規整する
ュニフオームをきちんと着用する事によ
つて行動が規整される。毎申1の点検でし
ばしば服装についての||ヒ言をもらう。

年令や社会的地位を預け、童心にかえ
つた私は終日スカウテイングの勉強に励

んだ。コースの全期間を通じて、知らず

知らずにやつて来た事が観察と感覚訓練
である。B一 Pの言葉に「もし他の人々
と一諸にいる時、その人達が物の大きさ

や、遠近や、高低を見たのに、スカウト

牧 野  績
たる君が見ないで過ぎたということがあ
つたとすれば、それはスカウトとして恥

だという事を記憶されたい」と記してあ
る。観察はスカウテイグの基礎である。

感覚、観察、パトローリングを中野忠八

先生は、船隊の航海の体型であるといわ

れたそうである。感覚訓練には、視覚、
聴覚、嗅覚、味覚の 5感があるが、この

外色彩感覚、形体感覚、1時間感覚 (タ イ

ミング)、 速度、 リズム、湿度、圧党、
重量覚等があり、そして綜合 (複合)感
覚に第六感 (イ ンスピンーシヨン)一推
理判断が考慮されなければならない。

司1練法のカギはキムスゲームである。
然しキムスゲームは記憶のダームの変種
に聴党ゲーム、嗅覚ゲーム、味覚ゲーム

触覚ゲーム、事件キム、夜間ゲーム、探

偵キム、砂場キム、変装、異装、擬装、
忍び寄り、方位、読地図、信号、救急法
結索、計淑1等がある。自然観察、スケツ

チ、ノート筆記、野帳記録、設営と撤営
ハイキング報告、等がありすべて観察が

基礎をなすのである。

入所中30に近いセクシヨンを終えて
雷雨の中の一泊ハイクに出かけ、道に迷
い迷い、夜の 10時頃漸く目的地に到着
とぃうナンセンスな想い出多い 9日 間を

過し、新しい日本をつくるよう,一 Pの
教え、人を通じ、B一 Pを通じ実修所で
修得したものを基盤として進路を開拓し

たいと思います。
(六面へつづく)
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二 6- 昭和 38年 1月 5日 (新年号) 第 4号

(五面よりのつづき)
佐野常葉先生の垂訓、清規三律に、精究
教理、実践射行、道心堅固を守 リスカウ
テイングに精進を誓 うものである。
然しギルウエルコースは資格をとる為
のコースではなく、 自己 研鑽 の場であ
る。ここで得たものが多くの少年達の上
に光 り輝き希望と光明になつて来る事を

期待します。
願わ くば当地区の各リーダー諸氏は全

員挙つてギルウエルコースに学ばれる事
を切望します。

(浜松地区)
(12月 )

12月 9日 浜名小地区育成会長、団委員
長、隊長懇談会 (内 田嘉)

11日  市を愛する会大会 市民会館
15日  三土会例会 於法林寺
16日  秋葉神社大祭 代表として宮
沢、牧野、内田嘉参列

23日  Xマ スパーテー参列 GS会
合 (青少年の家)宮沢、内田
嘉 浜松 4(第一幼稚園)吉
沢、内田嘉

24日 仮浜名 7、 リーダー結成準備
懇談 (内田嘉)

25日 地区内コミ会議 スカウト浜
松編集会議 (地区事務所)

26日 浜名 1年末集会、隊ルーム落
成式 (宮沢、内田嘉)

(知らない人の為に)
三土会とは、平 P/」な言葉で表現すれ
ば隊長 (冨1長 )リ ーダーが 毎 月 第
3土曜日に一同に集 り、スカウテイ
ングの研究 (隊長としての研修は勿
論、其の他意見交換、研究)を主と
して集会するものを云 う。

xマ ス 行 事
カプのもちつきあべ川もち
浜松 7団 カブ、ボーイ、シニャ各隊はそ
れぞれ Xマ ス行事を計画楽しい行事を催
し思い出多い1962年にさよならを告げた

先ず一番お兄さんであるSS隊 は 12
月 23日 角隊長の家に集 り暗号解読ゲー
ムに、結索ゲーム、愉快なるカウトソン

グに楽しい一夕を過した。BS隊は同日
稲垣隊長を中心に、CS隊は宮沢隊長を
中心に住古幼稚園に於てもちつきをして

みんなであべ川もちをつ くり父兄と共に

楽しくXマ ス行事を終る。

福祉協議会へ提出
浜松 6団 BS隊 20名 は山田隊長を中心
に 12月 23日 を利用、年末助け合い運
動の一環に廃品回収などして、集つた品
物を金に変え 1500余 円をめく

゛
まれな

い人にと云うことで福祉協議会へ届けた

1   告   示    |
1 浜 松 第 10団 誕 生  |
| (旧浜名第4団・ 1月 4日 よ  |
|  り団号変更しました)     |

BS浜 松地区 10年史
編集について

BS浜松地区も 10周年を迎えました
誠にお目出たうございます。 3号紙上で
もすでにお願い申上げておきましたが、

各国の状勢、歴史等の資料を至急浜松地

区事務所までお送 り下さい。 10周 年記
念には発刊を予定してお ります。

=あ と が き =
謹しみて新年のご祝辞を中上げます。

世紀の歴史の一頁を綴つたアジアジヤ

ンポリーも盛功裡に終幕を飾ることが出

来、 1962年 も、あわただしく過ぎ去
つてしまい、想い出深い年になつてしま
いました。

今年は世界ジヤンボリーの年です。 1
30人もの代表が、ギリシヤのマラソン
ヘ派遣されます。その 1人 として浜松 4

国内田博人君が含まれています。

市長さん、教育長さん、また内田委員

長の新年の言葉の中にもありましたよう
に、元旦に抱 く果しない人類の大きな希

望、それは世界の完全平和です。スカウ

トの手で 1世界平和の手を結び合い、国際

親善に役立たう。

首相の云う人造 りを地でゆくスカウト

として、世界ジヤンポリーの成功を祈 り

内田君を送ろう。

躍進の年、兎に負けないよう。

自信と誇 りをもつて、今年も元気で頑 :

張ろう。
名刺1交換は受付順に掲載致しましたか

ら御了承下さい。

【訂 正】 3号 2面スカウト講座見出し
り|1練とあるは訓育の誤り、 4面 うごき 1
0月 6日 中央小池地区とあるは中央小地
区の誤りに付、訂正致します。

発 行 所 Aほ 4

日本ボーイスカウト浜松地区

事務所 浜松市成子町
TEL(2)3018

編集発行責任者 三 輪 悦 雨
昭和 38年 1月 5日 発行
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三 土 会 は 隔 月

奇数 月 第 3土曜 日
地区内コミ会議 (12。 25)に於いて 1
2月定例三土会で話題にのぼつた会の在
り方について地区内コミ会議に委任され
た形になつたので、当日の状態を充分尊
重、地域的、種々の条件を含んで、慎重
なデイスカツシヨンの結果、三土会は隔
月奇数月第 3土曜日とする。
但し小地区リーダー会議は従前通り、重
複しない様企画して貰い、あくまでも小
地区中心主義を原則とする。また地区コ

ミ会議の内容は充分各隊へしんとうする

様周知徹底を計る。叉隔月三土会も時に
応じて会場を変え適切な/1~JF修方法を取る
事に決る。
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